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臨済宗（禅宗）妙心寺派　正　定　寺　寺　報 ほうりんしょうじゃ

《題字・森神紫陽》

安藤いつ子副部長・大竹琴美部長・廣瀬芳子事務局と入苑の廣瀬宏子さんと後藤東さん

おかげさま運動
平成２５年９月２２日に秋のお彼岸に合わせて「花園会おかげさま運動」として女性部から

「特別養護老人ホーム直川苑」へタオルが贈られました。
直川苑が開設してすぐに初代女性部部長の故吉内喜代さん（本年３月１８日９１才寂）の提案

で「梅干しの施入」や「清掃活動」などが行われてきました。 
活動は２０年を過ぎた今でも続けられ、現在では女性部会員がそれぞれ持ち寄ったタオルを役員
が届けています。

今年は入苑者の後藤東さんと廣瀬宏子さんが女性部を迎えてくれました。
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臨済宗（禅宗）妙心寺派　正　定　寺　寺　報 ほうりんしょうじゃ
❷

平
成
25
年
11
月
18
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
紅
葉
が
照
る

正
定
寺
で
「
平
成
25
年
度
秋

季
特
別
布
教
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
九
州
東
教
区
第
二
部

寺
院
の
花
園
会
員
（
運
営
・

女
性
・
青
壮
年
の
各
部
）
61

名
と
部
内
18
ケ
寺
の
和
尚
さ

ま
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
　

今
年
度
は
秋
田
県
湯
上
市


田
川
飯
塚
　
開
得
寺
住
職

新
野
建
臣
師
（
65
）
を
迎
え

推
進
テ
ー
マ『
お
か
げ
さ
ま
』

の
題
目
で
法
話
を
賜
り
ま
し

た
。午

前
９
時
30
分
か
ら
受
付

が
始
ま
り
、
10
時
に
開
会
し

ま
し
た
。

参
加
者
で
御
本
尊
さ
ま
・

無
相
大
師
さ
ま
・
花
園
法
皇

さ
ま
に
諷
経
を
行
い
、
更
に

第
二
部
物
故
者
の
霊
位
の
た

め
に
回
向
し
ま
し
た
。

宗
務
支
所
長
挨
拶
・
花
園

会
長
挨
拶
・
女
性
部
長
挨

拶
・
青
壮
年
部
長
挨
拶
に
続

き
、
坐
禅
を
全
員
で
行
い
更

に
生
活
信
条
を
唱
和
致
し
ま

し
た
。

10
時
45
分
か
ら
新
野
建
臣

和
尚
さ
ま
の
ご
法
話
を
賜
り
、

12
時
の
閉
会
に
は
「
信
心
の

こ
と
ば
」
唱
和
し
て
お
昼
を

い
た
だ
き
分
散
致
し
ま
し
た
。

正
定
寺
か
ら
は
、
小
野
永

生
総
代
・
御
手
洗
晴
視
総

代
・
安
藤
廣
美
総
代
・
小
野

浩
伸
役
員
・
染
矢
豊
喜
役

員
・
川
野
貴
重
役
員
・
広
瀬

茂
弘
役
員
・
柳
井
孝
義
青
壮

年
部
・
大
竹
琴
美
女
性
部
部

長
・
安
藤
い
つ
子
女
性
部
・

広
瀬
芳
子
女
性
部
・
林
美
喜

枝
女
性
部
の
12
名
が
参
加
致

し
ま
し
た
。

又
、
男
性
役
員
は
早
朝
か

ら
駐
車
場
の
整
理
を
し
て
い

た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
ス

ム
ー
ズ
に
参
拝
者
の
迎
え
入

れ
が
で
き
て
無
事
に
平
成
25

年
度
秋
季
特
別
布
教
を
終
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
10
月
４
日
（
金
）

午
前
10
時
40
か
ら
別
府
市
亀

の
井
ホ
テ
ル
で
「
第
32
回
花

園
地
方
大
会
と
第
19
回
花
園

女
性
部
総
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

正
定
寺
か
ら
大
竹
琴
美
部

長
さ
ん
・
安
藤
い
つ
子
副
部

長
さ
ん
・
廣
瀬
芳
子
事
務
局

さ
ん
の
女
性
部
３
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
九
州
東
教
区

（
鹿
児
島
・
宮
崎
・
大
分
）
か

ら
花
園
会
の
役
員
３
０
５
名

が
集
ま
り
、
基
調
講
演
で
は

「
お
か
げ
さ
ま
」
と
題
し
て
妙

心
寺
花
園
会
本
部
長
鮎
川
搏

道
師
が
講
話
を
な
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
女
性
部
総
会

で
午
後
３
時
に
研
修
を
終
え

て
各
寺
分
散
致
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
秋
季
特
別
布
教

第
32
回
花
園
地
方
大
会
と

第
19
回
花
園
女
性
部
総
会

花園法皇のご宸翰を読み上げる新野建臣説教師さま
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

参加した女性部役員

本堂で法話を聞き入る九州東教区第２部寺院の花園会員
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京都本山参拝とお伊勢参り
平成２６年３月１２日〜１４日（２泊３日）を予定しています。

新住職と共に京都妙心寺へ参拝しませんか。参加者を募集しています。
人数が増えますと参加旅費も安くなりますのでご家族・お友達をお誘いの上お申し下さい。

（参加者は正定寺檀信徒以外でも結構です。締め切りは２月１５日です。）

（JTB大分　担当：牟田口）
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３
年
前
よ
り
東
日
本
大
震

災
花
園
会
員
見
舞
金
と
し
て

「
１
日
10
円
を
３
６
５
日
」
の

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
被
災
地

の
復
興
を
祈
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
積
み
立
て
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
方
々

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

鳴
海
吉
三
郎
さ
ん
（
尾

浦
）
・
三
浦
キ
ミ
さ
ん
（
大

鶴
）・
甲
斐
久
仁
子
さ
ん
（
江

河
内
）
・
安
藤
太
さ
ん
（
城

南
）
な
ど
匿
名
の
方
を
含
め

た
義
援
金
は
教
区
行
事
の
折

に
本
山
を
通
じ
て
花
園
会
被

災
者
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。

盆
中
に
見
舞
い
金
を

賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
へ

見
舞
い
金
は
花
園
会
会
計

を
通
じ
て
ご
本
山
妙
心
寺
へ

納
め
、
罹
災
し
ま
し
た
花
園

会
員
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。
又
、
義
援
金
を
賜
り

ま
し
た
正
定
寺
檀
信
徒
は
２

５
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
花
園
会
員

見
舞
金
の
お
礼

花
園
会
災
害
見
舞
い
金
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
積
み
立
て
の
お
礼

谷崎　百代 吉田　直純
御手洗正雄 深田加津昭
小野　文永 竹尾　育人
安藤　文江 星野　真澄
水久保雄二 塩月　文磨
戸髙　恒子 御手洗一樹
越智　久子 安藤　　太
渡邊　靖子 小野　賀一
矢野　尚武 葛城幸一郎
菅　　利弘 長友　秀勝
星野　延子 吉田　君江
守永　晃男 佐藤　末香
吉田　新一 小野　治重
片岡　哲也 小野　勝本
飛河　浩美 安藤　昭彦
五十川邦廣 甲斐　政信
柳川　隆徳 矢野　喜一
鴨尾　初恵 鳴海　陽子
小戸タマエ 櫻井　淳一
吉田　春道 （乍勝手敬称略） 

《
正
定
寺
花
園
会
役
員
名
簿
》

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
役
員
（
檀
徒
総
代
）

花
園
会
会
計
・
事
務
局

花
園
会
女
性
部
部
長

花
園
会
女
性
部
副
部
長

花
園
会
女
性
部
副
部
長

花
園
会
女
性
部
会
計
・
事
務
局

花
園
会
青
壮
年
部
長

花
園
会
青
壮
年
副
部
長

花
園
会
青
壮
年
副
部
長

《
正
定
寺
花
園
会
地
区
世
話
人
名
簿
》

甲
　
斐
　
照
　
光

小
　
野
　
永
　
生

御
手
洗
　
晴
　
視

安
　
藤
　
廣
　
美

村
　
西
　
栄
　
二

大
　
竹
　
琴
　
美

戸
　
高
　
松
　
栄

安
　
藤
　
い
つ
子

広
　
瀬
　
芳
　
子

小
田
木
　
聖
　
孝

安
　
藤
　
博
　
光

戸
　
高
　
直
　
人

内
水
地
区

椛
杭
地
区

岸
の
上
地
区

上
の
地
地
区

細
川
内
地
区

柚
の
原
地
区

黒
岩
地
区

大
鶴
地
区

羽
木
蜷
地
区

神
の
原
地
区

神
栗
地
区

戸
高
　
浅
生

御
手
洗
　
堅

加
藤
　
隆
美

小
野
美
智
治

小
野
　
浩
伸

染
矢
　
豊
喜

小
野
　
　
寛

久
保
田
和
博

大
竹
　
正
男

安
藤
　
康
正

武
田
　
敏
秋

市
屋
敷
地
区

堂
師
地
区

野
の
内
地
区

立
長
地
区

中
道
地
区

吹
原
地
区

久
留
須
・
新
中
地
区

竹
園
地
区

江
河
内・道
越
地
区

尾
浦
地
区

柳
井
　
律
子

野
村
　
浩
史

川
野
　
貴
重

高
橋
　
忠
男

広
瀬
　
茂
弘

山
内
　
文
男

安
藤
　
秀
明

竹
下
　
　
裕

御
手
洗
基
茂

山
本
　
源
義

花
園
会
会
計
監
査
委
員

花
園
会
会
計
監
査
委
員

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

花
園
会
青
壮
年
部
顧
問

花
園
会
女
性
部
顧
問

安
　
藤
　
康
　
正

野
　
村
　
浩
　
史

林
　
　
　
美
喜
枝

柳
　
井
　
幾
　
子

柳
　
井
　
孝
　
義

甲
　
斐
　
久
仁
子

（
乍
勝
手
敬
称
略
）
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本堂の五色四十九院幡

御弊の準備

施
餓
鬼
会
の
準
備

水み
ず

卒と

塔う

婆ば

や
御ご

幣へ
い

毎
年
、
９
月
21
日
に
は
女
性
部
が
施
餓
鬼

会
の
準
備
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

数
時
間
に
及
ぶ
分
担
作
業
は
、
五
色
紙
を

折
っ
た
り
切
っ
た
り
す
る
方
や
施
餓
鬼
供
養

袋
に
水
塔
婆
や
御
弊
を
納
め
る
か
か
り
な
ど

根
気
を
要
す
る
作
業
ば
か
り
で
す
。

御
弊
は
最
後
に
竹
に
さ
し
て
今
年
は
３
５

０
本
の
御
幣
を
作
り
ま
し
た
。

檀
家
さ
ん
の
手
で
水
塔
婆
と
御
弊
は
お
墓

に
供
え
ら
れ
ま
す
が
何
気
な
く
お
供
え
し
て

い
る
水
塔
婆
も
二
週
間
を
か
け
て
戒
名
が
書

か
れ
、
御
弊
も
た
く
さ
ん
の
手
を
経
て
供
養

さ
れ
て
い
ま
す
。

戒
名
が
書
か
れ
た
水
卒
塔

婆
は
、
名
の
由
来
の
ご
と
く

本
来
は
川
に
流
し
水
供
養
し

た
も
の
で
す
。
よ
く
見
か
け

る
年
回
で
使
わ
れ
る
卒
塔
婆

と
は
大
き
さ
や
厚
さ
が
違
い

ま
す
。

別
名
「
経
木
卒
塔
婆
」
と

言
わ
れ
昔
は
教
典
（
お
経
）

を
書
い
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
施
餓
鬼
法
要
な
ど

で
使
用
さ
れ
、
戒
名
を
記
し

て
先
祖
の
供
養
を
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
盆
と
同
じ
先
祖
供
養
が

な
さ
れ
る
お
彼
岸
の
時
季
に

正
定
寺
で
は
「
山
門
大
施
餓

鬼
法
要
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
水
卒
塔
婆
は
御
幣
（
五

色
の
幡
）
と
共
に
現
在
は
墓

前
に
お
供
え
致
し
ま
す
。

御
幣
は
ご
先
祖
を
救
っ
て

く
だ
さ
る
二
十
五
菩
薩
を
型

取
っ
た
も
の
で
す
。

水
卒
塔
婆
は
墓
前
に
お
供
え

し
て
お
参
り
す
る
た
び
に
水

を
掛
け
供
養
し
ま
す
。

水
の
事
を
「
閼�

伽�

」
と
呼
び

中
国
で
は
「
供
養
」
を
意
味

し
ま
す
。

「
施
餓
鬼
法
要
」
の
事
を

「
甘
露
法
要
」・「
閼
伽
法

要
」
・
「
水
陸
法
要
」
等
と

呼
び
、
お
墓
参
り
に
撒
く
も

の
を
「
水
の
華
（
小
豆
・

米
・
野
菜
）」
と
言
い
ま
す
。

又
、
お
墓
に
供
え
る
水
を

「
あ
か
」
と
呼
び
ま
す
。
お

施
餓
鬼
は
水
の
字
が
付
い
た

も
の
が
多
く
使
わ
れ
ま
す
。

昭
和
57
年
頃
は
「
江
河
内
・

神
内
・
向
船
場
・
久
留
須
・

堂
師
・
間
庭
」
な
ど
い
く
つ

か
の
地
域
で
「
地
区
施
餓
鬼
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
盆
の
時
期
に
各
地
域
で

施
餓
鬼
棚
を
あ
つ
ら
え
て
座

番
を
持
ち
回
り
し
て
地
域
ぐ

る
み
で
施
餓
鬼
法
要
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

平
成
10
年
頃
「
地
区
施
餓

鬼
」
を
取
り
や
め
て
現
在
の

「
秋
の
お
彼
岸
」
に
全
檀
信

徒
に
ご
案
内
し
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
現
在
の

山
門
大
施
餓
鬼
会
で
す
。

山 門 大 施 餓 鬼
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平成25年 秋 彼 岸 会
平
成
25
年
９
月
22
日
（
日
）
午
前
11
時
よ

り
参
拝
者
１
０
０
名
と
近
隣
の
和
尚
さ
ま
を

お
迎
え
し
て
秋
の
彼
岸
に
山
門
大
施
餓
鬼
会

を
行
い
ま
し
た
。

長
昌
寺
和
尚
・
龍
護
寺
和
尚
・
仙
床
寺
和

尚
・
崇
圓
寺
和
尚
・
梅
南
寺
和
尚
・
瑞
祥
寺

和
尚
・
洞
明
寺
和
尚
・
天
徳
寺
和
尚
の
各
ご

住
職
に
ご
足
労
を
か
け
無
事
に
年
中
行
事
を

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
２
９
５
檀
家
か
ら
６
０
０
霊
を
超

え
る
供
養
が
あ
り
、
施
餓
鬼
棚
に
は
水
塔
婆

が
沢
山
並
び
ま
し
た
。

天
気
も
良
く
本
堂
に
は
五
色
に
荘
厳
さ
れ

た
四
十
九
院
が
境
内
か
ら
の
風
で
ゆ
っ
く
り

揺
れ
て
い
ま
し
た

昔
か
ら
信
心
の
方
々
は
本
堂
の
五
色
幡
が
揺

れ
る
と
「
供
養
さ
れ
た
ご
先
祖
さ
ま
が
喜
ん

で
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

参拝者 近隣の和尚さん

五色の幡が飾られる

大分市からお参りの檀徒
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大
寒
大
般
若
会
の
ご
案
内

厄
除
け（
厄
年
・
星
祭
り
）の
受
付

餅まき

大般若轉讀

平
成
26
年
１
月
20
日（
月
）

午
前
11
時
よ
り
恒
例
の
大
寒

大
般
若
会
が
営
ま
れ
ま
す
。

佐
伯
藩
主
・
毛
利
伊
勢
守

か
ら
賜
っ
た
現
在
地
に
正
定

寺
が
再
建
さ
れ
た
、
元
禄
８

年
（
１
６
９
５
）
に
第
五
世

活
門
和
尚
が
新
春
１
月
16
日

に
法
要
し
た
の
が
正
定
寺
大

般
若
会
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
１
月
20
日
の
大
寒

に
行
わ
れ
、
３
０
０
年
以
上

の
間
、
厄
除
け
法
要
と
し
て

続
い
て
い
ま
す
。

大
般
若
轉
讀
を
終
え
る
と

定
例
檀
信
徒
総
会
も
あ
り
ま

す
。

檀
信
徒
総
会
で
は
米
寿
・
新

成
人
の
披
露
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
家
族
揃
っ
て
「
般
若
の

風
（
智
恵
）」
を
お
う
け
に

お
参
り
下
さ
い
。

平
成
26
年
２
月
４
日
立
春
か
ら
平
成
27
年
２
月
３
日
節

分
の
間
に
誕
生
日
が
左
記
の
満
年
齢
に
な
る
方
は
厄
年

（
本
厄
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
正
月
・
五
月
・
九
月
」
の
ご

祈
祷
月
に
古
来
よ
り
厄
除
け
法
要
を
行
い
、
特
に
立
春
前

の
正
月
祈
祷
が
そ
の
年
の
厄
払
い
と
さ
れ
盛
ん
に
行
わ
れ

て
来
ま
し
た
。

〈
男
子
〉

昭
和
48
年
生
（
満
41
才
）
　
平
成
２
年
生
（
満
24
才
）

〈
女
子
〉

昭
和
57
年
生
（
満
32
才
）
　
平
成
８
年
生
（
満
18
才
）

〈
男
女
共
〉

昭
和
29
年
生
（
満
60
才
）
　
平
成
14
年
生
（
満
12
才
）

【
本
厄
の
方
】

厄
年
の
御
札
は
手
書
き
札
に
な
り
ま
す
の
で
事
前
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

祈
願
料
は
５，
０
０
０
円
で
木
札
・
御
守
り
・
厄
除
け
投

げ
餅
は
お
寺
が
用
意
し
て
い
ま

す
。
前
も
っ
て
必
ず
お
寺
に
氏

名
・
年
齢
の
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

厄
除
け
の
締
め
切
り
は
１
月
15
日

で
す
。

【
前
厄
・
後
厄
の
方
】

厄
年
前
後
の
年
が
「
前
厄
・
後

厄
」
と
な
り
ま
す
。

前
厄
・
後
厄
の
厄
払
い
は
大
般
若

の
当
日
に
受
付
へ
お
餅
（
年
齢
数
）

を
持
参
し
て
下
さ
い
。
法
要
後
に

御
守
り
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。
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過
　
去
　
帳

過
去
帳
は
檀
徒
の
命
日
・

戒
名
・
続
柄
な
ど
を
記
し
た

和
綴
じ
帳
で
、
中
に
は
故
人

の
事
跡
な
ど
が
記
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
順
に
記
入
し
て

い
く
年
表
式
な
の
で
家
系
図

な
ど
は
過
去
帳
か
ら
判
別
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
檀

家
の
ご
先
祖
さ
ま
の
家
系
図

に
近
い
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

は
、
個
々
の
仏
壇
に
お
祀
り

さ
れ
て
い
る
位
牌
や
正
定
寺

の
位
牌
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
過
去
帳
位
牌
に
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

正
定
寺
に
現
存
す
る
最
古

の
過
去
帳
は
延
宝
二
年
（
１

６
７
４
│
３
３
９
年
前
）
か

ら
の
も
の
で
現
在
に
至
る
ま

で
大
切
に
保
存
さ
て
れ
い
ま

す
。
　
　

最
初
に
記
さ
れ
た
戒
名
は

寛
永
三
年
（
１
６
２
６
│
３

８
７
年
前
）
11
月
14
日
に
亡

く
な
っ
た
仁
田
原
　
幸
八
先

祖
と
在
り
ま
し
た
。
又
、

苗
字
は
い
ず
れ
も
明
治
以
降

に
し
か
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

女
性
の
名
前
は
大
正
時
代
か

ら
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

寺
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る

過
去
帳
に
記
さ
れ
た
方
々
が

檀
家
の
ご
先
祖
さ
ま
に
な
り

ま
す
。

明治・昭和の過去帳

延宝二年の正定寺最古の過去帳

昭和・平成の過去帳

江戸時代の過去帳

こ
の
戒
名
と
共
に
故
人
の
供

養
を
行
う
行
事
が
年
忌
法
要

で
す
。

過
去
帳
の
中
に
は
「
絶
家

（
家
が
倒
れ
た
）」
・
「
離
檀

（
檀
家
を
辞
め
た
）」
の
戒
名

は
墨
で
取
り
消
し
線
が
引
か

れ
て
判
別
で
き
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

役
所
の
戸
籍
簿
と
同
じ
よ
う

に
取
り
消
し
線
は
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

現
在
で
は
戒
名
の
上
に
印
鑑

を
押
す
だ
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。

檀
徒
授
戒
記
録
簿
と
し
て
の

役
割
が
過
去
帳
で
す
。

一
般
に
亡
く
な
っ
て
授
か

る
戒
名
も
大
切
な
故
人
の
証

で
す
が
、
御
親
化
授
戒
の
よ

う
に
生
前
授
戒
は
仏
教
徒
に

と
っ
て
こ
の
上
な
い
あ
り
が

た
い
も
の
で
す
。

定
期
的
に
九
州
東
教
区
で
こ

の
御
親
化
授
戒
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
す
で
に
正
定
寺
で
は

１
２
０
名
を
超
え
る
方
々
に

生
前
授
戒
「
血
脈
（
戒
名
）」

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
25
年
８
月
７
日
か
ら

８
日
の
二
日
間
に
直
川
中
学

校
２
年
生
女
子
の
柳
井
さ
ん

が
職
場
体
験
学
習
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。

朝
８
時
〜
午
後
４
時
30
分
ま

で
み
っ
ち
り
の
「
職
場
体
験

学
習
」
で
す
。

正
定
寺
は
明
治
７
年
（
１
８

７
４
）
に
川
原
木
小
学
校

（
現
・
直
川
小
学
校
）
の
仮

校
舎
と
な
っ
て
い
た
の
で
学

校
教
育
と
は
関
係
の
深
い
寺

院
で
す
。

先
の
戦
時
下
で
は
、
沖
縄
・

具
志
頭
学
童
疎
開
者
（
学
童

49
名
）
の
受
け
入
れ
先
と
し

て
地
域
の
文
化
や
教
育
の
活

動
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

女
子
の
お
婆
ち
ゃ
ん
の
母

校
は
、
川
原
木
小
学
校
で
す
。

私（
閑
栖
）も
川
原
木
小
学
校

最
後
の
新
一
年
生
で
し
た
。

彼
女
の
家
は
正
定
寺
の
檀
家

さ
ん
な
の
で
ご
先
祖
さ
ん
は

こ
の
お
寺
で
小
学
校
を
過
ご

し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
話
し
を
し
な
が
ら

私
と
一
緒
に
拭
き
掃
除
を
始

め
ま
し
た
。

と
に
か
く
暑
い
の
で
外
の
掃

除
や
学
習
は
や
め
に
し
て

も
っ
ぱ
ら
屋
内
の
掃
除
を
し

ま
し
た
。

床
の
間
に
あ
る
古
い
硯
を

見
つ
け
て
「
こ
れ
は
何
で
す

か
？
」、
煙
草
盆
を
指
し
て

「
こ
れ
は
何
で
す
か
？
」
と

尋
ね
て
来
ま
す
。

今
で
は
見
な
い
も
の
ば
か
り

で
と
て
も
興
味
深
い
よ
う
で

し
た
。

ト
イ
レ
掃
除
も
し
て
く
れ
ま

し
た
。
本
当
に
よ
く
気
が
つ

く
女
の
子
で
し
た
。

直
川
中
学
校
２
年
生
は
全

員
で
10
名
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
う
ち
男
子
が
２
名
だ
そ
う

で
す
。

数
日
し
て
丁
寧
な
お
礼
の

手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

来
年
は
誰
が
職
場
体
験
学
習

に
来
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

直
川
中
学
職
場
体
験
学
習

お
盆
を
迎
え
る
掛
け
軸
か
け

位
牌
堂
の
ガ
ラ
ス
拭
き

広
い
廊
下
拭
き

香
炉
の
灰
も
き
れ
い
に

床
の
間
の
拭
き
掃
除

抹
茶
こ
し
に
も
挑
戦
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①
《
招
待
法
事
》

自
宅
に
和
尚
さ
ん
を
招
い
て
行
う
法
要
　
　

＊
年
忌
の
塔
婆
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
＊
仏
壇
の
前
で
読
経
し
ま
す
。

＊
家
族
・
親
族
の
焼
香
が
あ
り
ま
す
。
　
＊
お
墓
に
お
参
り
し
ま
す
。

②
《
寺
参
り
法
事
》

お
寺
に
お
参
り
し
て
行
う
法
要

＊
年
忌
の
お
位
牌
を
お
寺
に
持
参
し
ま
す
。

＊
位
牌
堂
で
読
経
し
焼
香
い
た
し
ま
す
。

＊
供
華
・
供
果
・
供
菓
な
ど
の
お
供
え
は
施
主
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

＊
年
忌
の
塔
婆
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

③
《
上
げ
法
事
》

お
寺
の
本
堂
で
一
同
会
し
て
お
参
り
す
る
法
要

＊
お
寺
に
位
牌
を
持
参
し
て
本
尊
の
真
前
で
読
経
し
ま
す
。

＊
お
墓
参
り
が
あ
り
ま
す
。

＊
供
華
・
供
果
・
供
菓
な
ど
の
お
供
え
が
必
要
で
す
。

＊
お
霊
具
膳
は
お
寺
が
用
意
し
ま
す
。

＊
施
主
は
一
同
に
お
斎
膳
を
用
意
し
ま
す
。

④
《
施
餓
鬼
法
事
》

自
宅
で
行
う
禅
宗
で
も
っ
と
も
大
き
な
法
要

＊
自
宅
で
施
餓
鬼
を
行
い
ま
す
。

＊
僧
侶
が
５
名
お
参
り
し
て
全
て
が
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

＊
自
宅
に
縁
側
が
な
い
と
法
要
が
行
え
ま
せ
ん
。

＊
年
忌
を
迎
え
る
方
だ
け
で
は
な
く
、
ご
先
祖
代
々
の
塔
婆
も
あ
り
ま
す
。

＊
本
堂
で
行
う
事
も
で
き
ま
す
。

ア
《
通
常
法
要
》

命
日
の
数
日
か
ら
数
ヶ
月
前
に
行
う
一
般
的
な
法
要

＊
塔
婆
が
あ
り
ま
す
。

＊
法
事
は
上
記
の
①
〜
④
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

イ
《
預
修
法
要
》

故
人
の
年
忌
を
あ
ら
か
じ
め
行
う
法
要

＊
仕
事
や
家
族
の
都
合
で
法
要
を
早
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
　

＊
数
ヶ
月
〜
１
年
程
度
の
年
月
を
早
め
て
行
い
ま
す
。

＊
塔
婆
が
あ
り
ま
す
。

＊
法
事
は
上
記
の
①
〜
④
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

ウ
《
延
修
法
要
》

故
人
の
年
忌
を
延
ば
し
て
行
う
法
要

＊
仕
事
や
家
族
の
都
合
で
法
要
を
延
ば
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
。

＊
数
ヶ
月
か
ら
１
年
程
度
月
日
を
延
ば
し
て
行
い
ま
す
。

＊
あ
ら
か
じ
め
命
日
ま
で
に
塔
婆
を
お
墓
に
納
め
ま
す
。

＊
法
事
は
上
記
の
①
〜
④
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

エ
《
命
日
法
要
》

故
人
の
命
日
に
合
わ
せ
て
読
経
す
る
法
要

＊
毎
月
の
亡
く
な
っ
た
忌
日
に
読
経
す
る
月
命
日
法
要
。

＊
毎
年
の
命
日
に
読
経
す
る
祥
月
命
日
法
要
。

＊
月
命
日
も
祥
月
命
日
も
年
忌
に
関
係
な
く
行
い
ま
す
。

＊
塔
婆
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
法
事
の
営
み
方
》

《
法
要
の
営
み
方
》
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年
忌
法
要
の
意
味

①
《
開
眼
閉
眼
供
養
》

仏
壇
や
お
墓
の
供
養

＊
新
規
の
仏
壇
や
お
墓
の
建
立
の
時

に
行
い
ま
す
。

＊
仏
壇
の
移
動
や
お
墓
の
移
動
の
時

に
行
い
ま
す
。

②
《
理
趣
分
供
養
》

自
宅
で
行
う
ご
祈
祷
法
要

＊
大
般
若
を
自
宅
で
行
い
ま
す
。

＊
住
職
が
理
趣
分
経
を
唱
え
ま
す
。

＊
ご
祈
祷
法
要
で
す
。

③
《
永
代
供
養
》

絶
家
し
て
全
て
の
法
要
を
お
寺
に

依
頼
す
る
法
要

＊
位
牌
堂
で
読
経
致
し
ま
す
。

＊
全
て
の
遺
骨
・
全
て
の
位
牌
を
お

預
か
り
ま
す
。

＊
お
布
施
が
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

＊
檀
家
以
外
の
永
代
供
養
は
行
い
ま

せ
ん
。

＊
住
職
が
退
山
す
る
ま
で
ご
先
祖
さ

ま
を
供
養
し
て
い
き
ま
す
。

＊
弔
う
方
継
承
者
が
あ
る
場
合
は
な

る
べ
く
ご
遠
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
《
営
み

方
》
は
年
忌
供
養
に
戸

惑
う
若
い
施
主
さ
ん
に

も
分
か
る
よ
う
に
項
目

別
に
し
ま
し
た
。

法
要
す
る
場
所
が
ど

こ
に
な
っ
て
も
、
自
宅

の
仏
壇
に
は
「
お
霊
供

膳
・
団
子
」
な
ど
を
お

供
え
し
て
お
墓
に
は

「
水
の
華
」
を
用
意
し
ま

す
。法

事
の
お
申
し
出
は
、

お
早
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
特
に
日
曜
・
祝
日

は
、
法
事
が
集
中
し
ま

す
の
で
、
お
配
り
し
た

年
回
表
で
命
日
の
確
認

を
し
て
、
お
寺
へ
２
ヶ

月
前
迄
に
は
期
日
の
打

ち
合
わ
せ
連
絡
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
＊
祝
い
事
は
遅
れ
て
も

年
忌
は
遅
れ
る
な
＊
＊

亡
く
な
っ
た
家
族
や
ご

先
祖
さ
ま
の
追
善
供
養
を

年
忌
・
年
回
法
要
と
呼
び

ま
す
。

十
王
信
仰
・
十
三
仏
信
仰

な
ど
を
元
に
逮
夜
法
要
か

ら
弔
い
上
げ
と
さ
れ
る
三

十
三
回
忌
ま
で
の
年
月
日

に
随
っ
て
営
む
法
要
を
年

忌
・
年
回
と
呼
び
ま
す
。

正
定
寺
は
五
十
回
忌
ま
で

を
一
般
檀
家
の
年
忌
区
切

り
と
し
て
い
ま
す
。

五
十
年
忌
を
過
ぎ
た
ご
先

祖
さ
ま
の
ご
供
養
は
、

「
○
○
家
先
祖
代
々
」
と

し
永
劫
供
養
さ
れ
絶
家
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
家
内
が
盛
ん
で

あ
る
か
ら
供
養
が
で
き
る

事
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

寺
院
建
立
に
関
係
す
る

朝
廷
の
天
皇
や
寺
院
の
和

尚
さ
ん
は
、
50
年
毎
ご
と

に
遠
諱
と
し
て
法
要
が
行

わ
れ
ま
す
。
平
成
７
年
に

は
花
園
法
皇
の
６
５
０
年

遠
諱
で
し
た
。
平
成
21
年

は
本
山
妙
心
寺
の
ご
開
山

無
相
大
師
の
６
５
０
年
遠

諱
で
し
た
。

正
定
寺
か
ら
も
平
成
７
年

に
は
37
名
が
平
成
21
年
に

は
40
名
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
法
要
に
参
列
し
て
焼
香

致
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

初
七
日
か
ら
百
ヶ
日
ま

で
の
計
８
回
を
逮
夜
法
要

（
中
陰
供
養
）と
言
い
ま
す
。

一
周
忌
・
三
回
忌
・
七
回

忌
・
十
三
回
忌
・
十
七
回

忌
・
二
十
五
回
忌
・
三
十

三
回
忌
・
五
十
回
忌
の
計

８
回
を
年
忌
法
要
と
言
い

ま
す
。

逮
夜
四
十
九
日
ま
で
は

「
白
木
の
位
牌
」
で
百
ヶ

日
以
降
は
「
本
位
牌
」
と

な
り
、
授
け
ら
れ
た
戒
名

を
読
み
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

逮
夜
８
回
と
年
忌
８

回
の
合
計
16
回
が
専
ら

故
人
だ
け
の
法
要
で
す
。

そ
の
16
回
は
年
齢
や
故

人
の
忌
日
を
考
え
る
と

葬
儀
を
つ
と
め
た
喪
主

が
、
故
人
一
人
の
年
忌

を
全
て
行
う
の
は
極
め

て
難
し
く
な
り
ま
す
。

葬
儀
を
出
し
た
喪
主
が

家
族
を
弔
う
回
数
は
平

均
す
る
と
10
数
回
と
な

り
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
１
年
間
で

９
回
を
終
え
ま
す
の
で
、

僧
侶
が
喪
主
の
前
で
追

善
供
養
の
読
経
を
唱
え

ら
れ
る
回
数
は
一
回
忌

が
終
わ
る
と
数
回
と
な

り
ま
す
。

昔
か
ら
「
祝
い
事
は

遅
れ
て
も
年
忌
は
遅
れ

る
な
」
と
言
う
の
は
こ

う
い
う
事
情
や
十
王
教

典
の
教
え
か
ら
で
す
。

年
忌
以
外
の供

養
の
営
み
方




